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更改Step

１．医療情報連携ネットワークの改善事項検討

今後の課題としては以下が挙げられ、酒⽥地区・鶴岡地区両協議会において検討を重ねているところ
である。

①⻭科診療所、薬局、訪問看護ステーション、介護⽼健施設等の多職種と連携し在宅医療の推進を⾒
据えた体制を整備
②現在酒⽥地区と鶴岡地区それぞれに設置している協議会の⼀元化やNPO法⼈化、補助⾦終了後の運
営費確保
（地域医療連携推進法⼈設⽴協議など）

今後の事業の展望としては、ユーザー規模、登録患者数を⼀層拡⼤し「地域⼀体で患者を診る」体制
を確⽴することで、国の「どこでもMY病院」構想に対応していく。また、地域包括ケアシステムの実
施に向けて医療・介護の連携を確⽴していくこと、運営⺟体の継続性を確保するための施策を充実化す
ることを想定している。
地域の中で複数の病院がグループ化し、病床や診療科の設定、医療機器設置などの効率的配置を⾏
い、病院単独ではなく地域で必要な医療提供・医業費⽤を効率化できる仕組みが必要であると考えてい
る。
このほかにも、 地域の過疎化、⾼齢化、⼈⼝減少に対する施策、持続的健全経営やさらなる地域医療
構想、ICT を活⽤した地域医療・介護連携体制の充実化などを検討している。
今後においては、⼭形県の4つの医療情報連携ネットワークをつなげた「⼭形県医療情報ネットワー
ク」の運⽤に向けて準備が進められている。ちょうかいネットをはじめ「もがみネット」「べにばなネ
ット」「OKI-net」がネットワーク化されることで、参加施設420、総登録患者実数約88,000⼈（⼭形
県⼈⼝の8.1％）という県内最⼤の医療情報連携ネットワークが実現する予定である。
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